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海 外 の研 修員 に ワーク シ ョップを指導 す る片倉代

表(右 端)

「農
と
人
と
.く
ら
し
蘇
究
蟹
ン
タ
ー
し
.蛤翻

ノ

川
岸
出
身
の
片
倉
さ
ん
が
故
郷
で

農
村
生
活
の
研
究
生
か
し

海
外
研
修
員
受
け
入
れ
も

岡
谷
市
川
岸
三
沢
で
、

農
村
生
活
に
関
す
る
調
査

研
究
な
ど
を
行
う

「農
と

人
と
く
ら
し
研
究
セ
ン
タ

ー
」
(片
倉
和
人
代
表
)

が
活
動
を
開
始
し
た
。
九

月
に
設
立
総
会
を
開
い
た

あ
と
、
現
在
は
内
閣
府
に

申
請
し
た
N
P
O
法
人
の

認
証
待
ち
の
状
態
で
、
海
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外
か
ら
の
研
修
員
を
受
け

入
れ
る
な
ど
、
す
で
に
活

発
な
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。
地
域
に
根
ざ
し
た
活

動
に
も
取
り
組
ん
で
い
く

方
針
で
、
地
元
で
は
優
れ

た
人
材
の
参
画
を
歓
迎
し

て
い
る
。

川
岸
出
身
の
片
倉
代
表

は
、
諏
訪
清
陵
高
校
か
ら

昭
和
五
十
四
年
京
都
大
学

農
学
部
卒
業
。
同
大
学
院

博
士
課
程
、
大
学
講
師
な

ど
を
経
て
、
農
村
生
活
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員

と
し
て
農
村
生
活
問
題
の

調
査
研
究
に
従
事
。
平
成

八
年
か
ら
三
年
間
、
国
際

協
力
事
業
団

(現
・
国
際

協
力
機
構
)
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

「農
村
生
活
改
善
研

修
強
化
計
画
」
に
参
加
し
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ボ
ホ
ー
ル

島
で
生
活
。
今
年
三
月
ま

で
つ
く
は
市
に
あ
る
独
立

行
政
法
人
・
農
業
工
学
研

究
所

(現
・
農
村
工
学
研

究
所
)
で
農
村
生
活
の
研

究
を
続
け
、
生
ま
れ
故
郷

に
戻
っ
て

「農
と
人
と
く

ら
し
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を

立
ち
上
げ
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ

て
、
農
村
生
活
に
関
す
る

資
料
や
情
報
、
研
究
成
果

な
ど
を
発
信
し
て
い
く
ほ

か
、
調
査
研
究
、
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
事
業
な
ど
を
展

開
。
今
月
十
八
日
か
ら
二

十
日
ま
で
、
」
工
C
A

(国
際
協
力
機
構
)
が
農

山
漁
村
女
性
・
生
活
活
動

支
援
協
会
に
委
託
し
た
農

村
女
性
能
力
向
上
コ
ー
ス

の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
請

け
負
い
、
メ
キ
シ
コ
や
ニ

ジ
ェ
ー
ル
、ス
リ
ラ
ン
カ
、

タ
ン
ザ
ニ
ア
、イ
エ
メ
ン
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
十

力
国
か
ら
来
日
し
た
研
修

員
十
一
人
に
、
三
沢
区
を

モ
デ
ル
に
生
活
環
境
を
実

地
調
査
し
た
上
で
地
図
に

ま
と
め
、
将
来
構
想
図
を

描
い
て
い
く
ワ
!
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
手
法
な
ど
を
指
導

し
た
。

研
修
員
の
案
内
役
と
し

て
高
尾
山
ろ
く
の
変
ぼ
う

ぶ
り
を
解
説
す
る
な
ど
、

実
地
調
査
に
同
行
し
た
三

沢
区
の
山
之
内
寛
区
長
は

「こ
う
し
た
優
れ
た
研
究

者
が
地
元
で
活
躍
す
る
こ

と
は
大
歓
迎
」
と
活
動
に

協
力
し
て
い
く
意
向
。
片

倉
代
表
も
地
域
と
の
か
か

わ
り
を
大
切
に
し
た
い
と

し
て
お
り
、
「取
り
あ
え

ず
ヤ
ギ
の
飼
育
に
挑
戦
し

た
い
」
と
話
す
な
ど
、
故

郷
に
腰
を
据
え
て
研
究
に

打
ち
込
み
た
い
考
え
だ
。
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10力 国 か ら研 修 員11人 乗 岡

方策探る農村女性支援
岡
谷
市
川
岸
中
一
の
N
P

O
法
人

「農
と
人
と
く
ら
し

研
究
セ
ン
タ
ー
」
(片
倉
和
人

代
表
)
に
十
八
日
か
ら
、
各

国
か
ら
研
修
員
十
一
人
が
訪

れ
、
農
村
調
査
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
。
三

日
間
の
日
程
で
同
市
三
沢
区

の
生
活
環
境
を
調
査
し
、
地

図
に
ま
と
め
、
将
来
構
想
図

を
描
く
作
業
を
実
施
。
初
日

は
区
内
を
歩
い
て
回
り
、
環

境
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。

一
行
は
、
国
際
協
力
機
構

(J
I
C
A
)
が
農
山
漁
村

女
性
・
生
活
活
動
支
援
協
会

に
委
託
し
た
集
団
研
修
事
業

「農
村
女
性
能
力
向
上
コ

'
ー

ス
」
の
研
修
員
っ
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
、
カ

メ
ル
ー
ン
、
イ三沢区の生活環境を見て回る研修員

ン
ド
、
メ
キ
シ
コ
な
ど
十
力

国
か
ら
訪
れ
、
八
月
二
十
七

日
か
ら
十
一
月
十
日
ま
で
日

本
に
滞
在
し
、
各
地
で
研
修

を
行
っ
て
い
る
。

コ
ー
ス
は
農
村
女
性
に
普

及
活
動
を
行
う
各
国
の
指
導

者
を
対
象
に
実
施
し
、
参
加

著
聞
の
意
見
交
換
や
日
本
の

事
例
研
究
を
通
じ
て
、
農
村

女
性
へ
の
効
果
的
な
支
援
方

法
を
習
得
す
る
狙
い
。
日
本

の
農
村
開
発
の
プ
ロ
セ
ス
や

生
活
改
善
匹
理
解
を
深
め
、

自
国
に
適
応
し
た
実
践
の
方

策
を
検
討
し
て
い
る
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
片
倉
代

表
ら
を
講
師
に
、
調
査
を
基

に
構
想
を
作
る
手
法
を
学
ん

で
い
る
。
初
日
は
三
沢
区
の

山
之
内
寛
区
長
の
案
内
で
、

市
営
住
宅
高
尾
団
地
、
砂
防

ダ
ム
、
広
畑
遺
跡
な
ど
高
尾

山
ろ
く
を
二
時
間
ほ
ど
歩
い

て
調
査
し
た
。

研
修
員
は

「こ
こ
で
林
業

を
担
っ
て
い
る
人
は
ど
ん
な

人
で
す
か
」「こ
の
辺
り
の
家

は
公
営
で
す
か
」
な
ど
と
各

地
で
熱
心
に
質
問
し
、
メ
モ

を
取
っ
て
い
た
。.(宮

沢
知
史
)
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